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ム
ガ
ル
帝
国
と
タ

l
ジ

ノ、

ノレ

・マ

初
代
皇
帝
パ
l
プ
ル
と
息
子
ア
マ
l
ユ
l
ン

パ
l
プ
ル
と
プ
マ

1
ユ
1
ン
。
本
舞
台
の
主
役
と
な
る
二
人
の

登
場
人
物
の
名
は
、

ム
ガ
ル
帝
国
の
創
始
者
ーと
そ
の
帝
国
を
引
き

継
い
だ
息
子
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
二
人
は
、

タ
l
ジ
マ
ハ

ル
を
生
h
u
華
麗
な
帝
国
の
前
途
と
は
対
照
的
に
、
波
乱
に
満
ち
た

苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
。
こ
こ
で
綴
ら
れ
る
物
語
の
背
後
に
横
た
わ

る
歴
史
を
、
舞
台
の
陰
か
ら
覗
き
見
て
お
こ
う
。

中
央
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
（
現
汐
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

の
地
に

生
ま
れ
た
パ

1
プ
ル
（

1
4
8
3
1
5
3
0）
は
、

M
世
紀
末
か

ら
万
世
紀
に
か
け
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
大
帝
国
を
築
い
た
テ
ィ

ム
ー
ル
（

1
3
3
6
’
1
4
0
ラ）

の
直
系
の
子
孫
3

と
し
て
、

ら
に
は
か
つ
て
の
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
覇
者
の
流
れ
を
汲
な
も
の

と
し
て
、

わ
ず
か
ロ
歳
で
同
地
の
太
守
の
地
位
に
就
い
た
。

で
首
都
サ
マ
グ
カ
ン
ド
に
向
か
い

そ
の
地
の
君
主
と
な
る
が

し
か
し
、

わ
ず
か
の
月
日
で
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
。
こ
れ
に
始 さ

1ラ
歳

水
島
司

ま
る
パ

1
プ
ル
の
人
生
は
、

テ
ィ
ム

1
ル
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
末

喬
で
あ
る
多
く
の
有
力
者
が
敵
対
す
る
な
か
で
、
敗
北
と
勝
利
、

失
意
と
喜
び
の
め
ま
ぐ
る
し
い
繰
り
返
し
で
終
始
し
て
い
く
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
よ
う
や
く
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
カ
l
ブ
ル

に
逃
れ
た
パ

1
プ
ル
は
、

そ
こ
を
拠
点
に
故
地
の
奪
還
を
は
か
つ

た
。
戦
い
を
重
ね
な
が
ら
、

し
か
し
、

－
う
1
2年、

ヲ
ズ
ベ
ク

族
と
の
戦
い
に
最
終
的
に
敗
れ
、
故
地
回
復
の
夢
は
潰
え
る
。
代

わ
っ
て
野
望
を
果
た
す
対
象
と
な
っ
た
の
が

カ
イ
バ
ル
峠
の
南

に
広
が
る
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

M
世
紀
の
は
じ
め
ま
で
の
イ
ン
ド
は
、

デ
リ
l
・
ス
ル
タ
ン
朝

と
総
称
さ
れ
る
う
つ
の
イ
ス
ラ
ム
王
朝
が

日
世
紀
の
初
め
か
ら

交
替
し
て
支
配
ぞ
継
続
し
て
い
た
。
デ
リ
ー
を
本
拠
地
と
す
る
、

ト
ル

コ
系
や
ア
フ
ガ
ン
系
の
外
来
の
征
服
王
朝
で
あ
っ
た
。

ノ〈

ブ
ル
は
、
そ
の
最
後
の
王
朝
と
な
る

ロ
グ
ィ

l
朝
を
、

う
回
に
わ
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そ
の
名
を

た
る
侵
攻
に
よ
り
、

つ
い
に

1
ラ
2
6年
の
パ

l
ニ
パ
ッ

ト
の
戦

い
で
最
終
的
に
打
ち
破
る
。
続
い
て

2
年
後
に
は
、
西
イ
ン
ド
の

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
地
方
の
有
力
な
ヒ
ン
ド
世

l
勢
力
も
打
ち
破
り
、

そ
の
後
ム
ガ
ル
帝
国
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
一
大
帝
国
の
礎
を

築
く
こ
、
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
そ
の
数
年
後
に
、
こ
の
世
を
去
っ

た
。戦

い
に
明
け
暮
れ
た
武
人
パ

l
プ
ル
で
あ
っ
た
が

.;._:I｛識調

現
在
に
知
ら
し
め
て
い
る
の
は
、

『
パ
l
プ
w
y

の
書
』
、
と
い
う
回

想
録
を
残
す
と
い
う
文
人

t
し
て
の
側
面
で
あ
っ
た
。
そ
の
素
養

は
、
イ
ン
ド
に
下
る
前
に
身
を
寄
せ
て
い
た
当
時
の
文
化
的
中
心

地
で
あ
り
、
多
く
の
文
人

・
芸
術
家
を
集
め
て
い
た
都
市
へ
ラ
ァ

ト
（
現
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
西
部
の
都
市
）

で
の
体
験
に
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
学
問

・
芸
術
を
愛
好
す
る
テ
ィ
ム

1
ル
朝
文
化
の

伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
。
美
し
い
数
々
の
細
密
画

と
と
も
に
編
纂
さ
れ
た
亨
」
の
書
は
、

ア
ジ
ア
が
世
界
に
誇
る
文
学

の
一
つ
で
あ
る
。

パ
l
プ
ル
を
継
ぎ
、
第

2
代
皇
帝
の
地
位
に
就
い
た
の
が
、
本

舞
台
の
も
う

一
人
の
主
役
の
名
と
な
っ
て
い
る
プ
マ

l
ユ
l
ン

（

1
5
0
8
a
ラ
6

在
位
1
5
3
0
4
4
0、
ラ
ラ
，ぅ
6
）
で
あ
っ
た
。

プ
マ

l

ユ
1
ン
は
、

パ
l
プ
ル
の
最
初
の
妻
が
産
ん
だ

4
人
の
子

の
中
で
、
唯
一
幼
年
期
ぞ
生
き
延
び
た
息
子
で
あ
っ
た
。

フ
マ

1
ユ
l
ン
が
引
き
継
い
だ
こ
の
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

帝
国
に
は
、

ア
プ
ガ
ン
や
イ
ン
ド
の
ラ
1
ジ
プ
l
ト
族
な
い
C

の
敵

プ
マ

l
ュ
l
ン
は
、

こ
れ
ら
の

対
勢
力
が
各
地
に
残
っ
て
い
た
。

敵
対
勢
力
に
部
分
的
に
は
勝
利
し
た
も
の
の
、

他
の
幾
つ
も
の
戦

い
で
敗
北
を
喫
し
、
デ
リ
ー
を
追
わ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
各

地
を
転
，
？
と
逃
げ
ま
ど
う
身
と
な
り
、
最
後
に
は
イ
ラ
ン
に
ま
で

逃
げ
、
当
時
西
ア
ジ
ア
で
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
サ
ブ
ア
ビ
l
朝

の
タ
フ
マ

l
ス
プ
王
（
1
5
1
4
，
7
6）
の
庇
護
を
受
げ
る
始

末
で
あ
っ
た
（

1
ラ
4
4年）
。

こ
の
帝
国
の
断
絶
の
危
機
を
、

タ
フ
マ

l
ス
プ
王
の
支
援
で
切

り
抜
げ
た
ブ
マ

l

ユ
l
ン
は
、
再
び
現
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ン

そ
こ
を
根
拠
に
し
て
、

ダ
ハ

l
ル
か
ら
カ
1
ブ
ル
を
奪
取
し
、

イ

ン
ド
の
敵
対
す
る
勢
力
を
破
っ
た
。
そ
し
て
、

ー
ラ
ラ
ラ
年
、

よ

う
や
く
デ
リ
ー
を
回
復
し
、
帝
国
断
絶
の
危
機
を
脱
し
た
の
で
あ
る
。

」
う
し
て
復
帰
し
た
フ
マ

1
ユ
l
ン
の
運
命
は
、

し
か
し
、
文

字
通
り
転
が
っ
て
し
ま
う
。
あ
っ
け
な
い
こ
と
に

そ
の
翌
年
、

フ
マ

l
ユ
l
ン
は
、
宮
廷
の
図
書
館
の
石
段
を
踏
み
外
し
、
突
然

の
死
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

フ
マ

l
ユ
1
ン
の
人
生
は
こ
こ
で
終
わ
る
。
し
か
し
、

そ
の
イ

ン
ド
か
ら
西
ア
ジ
ア
へ
の
「
行
脚
」

は
、
結
果
的
に

イ
ン
ド
社

会
に
大
き
な
文
化
的
影
響
を
与
え
た
。

プ
マ

l

ユ
l
ン
と
共
に
ぺ

ル
シ
ア
か
ら
多
く
の
文
人

・
芸
術
家

・
画
家
が
イ
ン
ド
に
渡
来
し

た
こ
と
か
ら
、

イ
ン
ド
は
、
西
ア
ジ
ア
の
様
々
な
文
化
的
要
素
を

引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
に
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、

そ
し
て
イ
ン
ド
の
複
数
の
流
れ
そ
汲
h
u
豊
か
な
文
化
的
土
壌
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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タ
l
ジ
マ
ハ
ル

本
舞
台
で
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
存
在
、

タ
l
ジ
マ
ハ
ル
は
、

の
よ
う
な
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、

イ
ン
ド
の
複
合
的
な
様
式
が

見
事
に
統
合
さ
れ
た
建
築
物
で
あ
っ
た
。
官
同
さ
万
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ

日
差
し
を
美
し
く
反
射
す
る
白
大
理
石
の
壁
面
、
壁
面

ド
ー
ム
？
と

を
飾
る
コ

l
－
フ
ン
の
文
字
、
そ
し
て
そ
の
均
整
の
と
れ
た
全
体
像
は
、

ま
さ
に
世
界
が
誇
る
世
界
遺
産
で
あ
ろ
う
。

タ
1
ジ
マ

ハ
ル
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
第
ラ
代
皇
帝
シ
ャ
l
・
ジ

ャ

ハ
l
ン
（
1
う
9
2
g
1
6
6
6
在
位
1
6
2
8
ラ
8
）
の
時
代

で
あ
る
。
本
舞
台
で
は
、

1
0
0年
前
後
の
時
聞
が
交
錯
し
て
い
る
。

シ
ャ

1
・
ジ
ャ
ハ

1
ン
は
、
皇
帝
の
地
位
を
め
ぐ
る
激
し
い
争
い
を

交

え

な

が

ら

、

父

の

第

4
代

皇

帝

ジ

ャ

ハ
ン
ギ

！

ル

j：：詩語調薗

（

1
う
6
9
1
1
6
2
7
在
位
1
6
0ラ
，
2
7
）
の
死
後
、
第
ラ
代

皇
帝
の
地
位
に
就
い
た
。
即
位
、
と
と
も
に
、
対
抗
馬
と
な
る
弟
を
は

じ
め
、
と
す
る
多
く
の
親
族
を
殺
裁
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

妻
ム
ム
タ
ズ
・
マ
ハ
ル
（

1
ラ
9
3
・
1
6
3
1）
に
ま
さ
に
至

上
と
呼
ぶ
べ
き
愛
を
注
ぎ
込
ん
だ
人
物
で
も
あ
っ
た
。

ム
ム
タ
ズ

・
マ
ハ
ル
は
、

こ
の
皇
帝
と

W
年
連
れ
添
い

そ
の
問

に
M
人
の
子
供
ぞ
産
み
、

そ
の
最
後
の
出
産
の
際
に
死
を
遂
げ
た
。

シ
ャ
l
・
ジ
ャ
ハ

1
ン
に
と
っ
て
、

ム
ム
タ
ズ

・
マ
ハ
ル
は
計
ラ
人

の
妻
の

3
番
目
に
あ
た
っ
た
が
、

』
の
愛
妃
へ
の
愛
は
格
別
な
も
の

で
あ
っ
た
。
記
録
に
は
、
「
他
の
后
の
千
倍
を
超
え
る
も
の
」

で
あ
っ

た
と
あ
る
。
各
地
へ
の
軍
事
遠
征
、
と
そ
の
勝
利
に
よ
っ
て
帝
国
の
版

図
を
大
き
く
広
げ
た
皇
帝
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
行
軍
に
は
や
巾
に
ム
ム

タ
ズ
・
マ
ハ
ル
が
付
き
添
っ
た
。
そ
の
死
も
、
遠
征
先
の
出
来
事
で
あ
っ

た
。

シ
ャ
l
・
ジ
ャ
ハ

1
ン
の
愛
妃
の
死
へ
の
悲
し
み
の
深
さ
は
、

そ
の
髪
の
色
を
失
わ
し
め
、
容
貌
ぞ
数
十
年
も
老
け
さ
せ
た
と
伝
え

守

、ー

ら
れ
る
。

愛
妃
の
死
ぞ
悼
ん
だ
シ
ャ

1
・
ジ
ャ
ハ
l
ン
は
、

そ
の
墓
廟
の
建

設
に
、
と
り
か
か
っ
た
。
壮
大
な
工
事
を
束
ね
た
人
物
は
、

ア
プ
マ
ッ

ド
－

d

ア
ホ
リ
！
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
系
イ
ン
ド
人
で
あ
る
。
そ
の
下
に
、

イ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん

ペ
ル
シ
ア
や
ト
ル
コ

さ
ら
に
は
ヨ

1
ロ
ッ

パ
か
ら
2
万
人
と
言
わ
れ
る
職
工
が
集
め
ら
れ
、

1
6
3
2年
か
ら

却
年
以
上
を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
。
近
年
、
イ
ン
ド
考
古
局
に
よ
っ
て
、

そ
の
一
角
か
ら
、

工
事
に
携
わ
っ
た

6
7
1名
の
職
工
達
の
名
前
が

刻
ま
れ
た
石
が
発
見
さ
れ
た
。
ひ
っ
そ
h
j
ζ
、
し
か
し
し
っ
か
り
と

石
に
名
前
ぞ
刻
ん
だ
そ
の
行
為
に
は
、
世
界
に
誇
る
こ
の
建
築
物
を

残
し
た
職
工
遠
の
自
負
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
タ
l
ジ
マ
ハ
ル
の
・完

成
後
、

」
の
よ
う
な
美
し
い
建
築
物
が
二
度
と
地
上
に
表
れ
な
い
よ

フ

シ
ャ
l
・
ジ
ャ
ハ

l
ン
が
職
工
達
の
腕
を
切
り
落
と
し
た
と
い

う
逸
話
も
あ
る
。
こ
れ
も
、

タ
l
ジ
マ
ハ
ル
の
至
上
の
美
し
さ
の
ゆ

え
に
生
み
出
さ
れ
た
神
話
で
あ
る
。

シ
ャ

1
・
ジ
ャ
ハ

l
ン
は
、
ヤ
ム
ナ
河
を
挟
ん
だ
対
岸
に
、
黒
大

理
石
を
用
い
た
自
身
の
墓
腐
を
建
設
し
よ
う
’
と
し
た
。

い
病
を
患

っ
た
皇
帝
は
、

し
か
し
、
重

タ
l
ジ
マ
ハ

Y
完
成
の
数
年
後
に
、
息
子

の
ア
ヲ
ラ
ン
グ
ゼ

l
プ
（
第
6
代
皇
帝
）

に
よ
っ
て
、

タ
l
ジ
マ
ハ

市
川
に
ほ
ど
近
い
ア
グ
ラ
城
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
。
幽
聞
は
、
死
に

至
る

8
年
も
の
月
日
に
及
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
帝
の
願
い
は
つ
い

に
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
愛
妃
の
墓
廟
を
、

ア
グ
ラ
城
か
ら
毎
日

見
つ
め
た
皇
帝
の
最
後
の
日
々
が
、
悲
し
み
の
そ
れ
だ
っ
た
の
か

喜
び
の
そ
れ
だ
っ
た
の
か
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
対
岸
に
は
、

黒
色
の
小
さ
な
礎
石
が
皇
帝
の
亡
骸
で
あ
る
か
の
よ
う
に
か
す
か
に

同
ん
え
て
い
る
。

（
2
0
1
9年
日
月
ロ
日

カ
ン
ヌ
に
て
）
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タ
l
ジ
マ
ハ
山
川

み
ず
し
ま
っ
か
さ

南
ア
ジ
ア
近
現
代
史
専
門
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
、

放
送
大
学
客
員
教
授
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
フ
エ
ロ
｜
。
南
ア
ジ
ア

学
会
、
史
学
会
の
理
事
長
を
歴
任
、
ア
ジ
ア
歴
史
地

理
情
報
学
会
事
務
長
。
主
な
著
書
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
史

（放
送
大
学
教
材
）
』

『
イ
ン
ド
か
ら
』『
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
』、
翻
訳
に

『イ
ン
ド

経
済
史
｜
古
代
か
ら
現
代
ま
で
｜
』、
編
著
に

『環
境

に
挑
む
歴
史
学
』『
ア
ジ
ア
経
済
史
研
究
入
門
』『
現

代
イ
ン
ド

2
溶
融
す
る
都
市
・

農
村
』『
シ
リ
ー
ズ

激
動
の
イ
ン
ド
』
な
ど
多
数
。
テ
レ
ビ
出
演
に

N
H
K高
校
講
座

「世
界
史
」、
2
0
1
8年
度
よ
り
、

放
送
大
学
に
て

『グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
史
』
を
担
当
。




